F.A.ハイエクにおけるルールの
進化論について
京都大学経済学研究科博士後期課程１年　吉野　裕介論題
 　F.A.ハイエクは、終生にわたって自由主義を擁護する立場を取った社会科学者であるが、かれのルールの進化論は、その根拠の根幹をなすと考えることができ、それに関しても様々な反論がある。本報告では、ハイエクの進化論に対する批判を提出し、その妥当性を検討する。ウィット、ヴァンバーグ、ホジソンら、優れたハイエク研究者によるハイエク批判は、自由の擁護に向けられたハイエクの理論をみなある程度は評価しながらも、それらが十分なものとは言えないと考えて、様々な観点から批判する。それらのうちの主なものは、1.方法論的個人主義と集団主義の齟齬、2.生物学の摂取の未熟さ、3.ルールを具体的に規定することができない応用力の欠如、に再構成できるだろう。そしてその上でもう一度ハイエク理論に立ち返ってそれらを検討し、批判が真に適切なものであるかどうかを検討してみたい
